
■令和４年度業務実績評価に対する評価委員会の主な意見

地方独立行政法人東京都立産業技術センター令和４年度業務実績に係る評価委員会の意見について

１ 令和４年度における地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター（以下「都産技研」という。）の
業務の状況は、「優れた業務の進捗状況にある」と認められる。評価の決定に際しては、次の点について留意
されたい。

・ 都と都産技研が連携して社会的責任を果たしていることは、研究者のモチベーションにつながっている。都と

都産技研の歩調を合わせた事業展開について、都民や中小企業等に分かりやすく示していくことを期待する。

・ 都産技研の資産の有効活用という観点から、各支所や食品技術センター等において、更なる取組の推進

や、成果を積極的に発信していくことを期待する。

・ 都産技研を知らない中小企業等に届く情報発信や都産技研の取組を分かりやすく伝える情報発信など、

より多くの中小企業等やそのニーズに応える戦略的な広報を行うことが望まれる。

２ 第四期中期目標及び中期計画の達成に向けては、法人が次の取組を推進することを期待する。

・ 都産技研の特許を活用した資金獲得など、知的財産の保有や活用等に経営的な視点を取り入れ、質の

高い研究や人材獲得につなげていくことを期待する。

・ SDGｓやGHG削減目標の実現に向けて、都産技研が率先して取り組む姿勢を明確に示していくことで、

中小企業の模範となることが望まれる。

資料２


